
平成30年度新潟県総合教育会議を開催

しました

２月12日に県庁で花角知事、池田教育長及

び県教育委員５名が出席し、新潟県総合教育

会議が開催されました。

会議では、本県の教育施策の基本的な方針を

定めた「新潟県教育の大綱」の改定案やいじ

め防止対策、教職員の多忙化解消など本県の

教育課題について意見交換が行われました。

教育委員からは、地域との連携に重点を置い

たキャリア教育の充実や、いじめ防止対策の

継続性を求める意見があり、花角知事は「外

部人材や民間のノウハウを教育の現場に取り

入れることは有効ではないか」と話しました。

本会議は、本県の教育施策について知事と

教育委員会が円滑に意思疎通を行うため、協

議を行うもので、今後も定期的に開催するこ

とが予定されています。

第２回新潟県がん教育推進協議会を開

催しました

新潟県におけるがん教育を推進するため、

第２回がん教育推進協議会が２月７日に開催

されました。

県教育委員会では、医師、福祉保健部等関

係者との連携のもと、授業指定校での授業実

践や、教職員を対象とした研修会の実施等を

通して、各学校でのがん教育の推進を目指し

ています。協議会では、事業報告を行い、次

年度に向けての課題等の検討を行いました。

平成30年度全国中学校体育大会第56回

全国中学校スキー大会が新潟県で開催

されました（２月４日～２月７日）

「無限の力 今ここに 越後の舞台で光輝

け！」のスローガンのもと、湯沢町、南魚沼

市、十日町市において、43都道府県877名の選

手が熱戦を繰り広げました。新潟県からは74

名の選手が参加し、ノルディックコンバイン

ド競技の優勝を含め16の入賞を果たしました。

【競技の様子】

第830号 平成31年３月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (1)

第830号
平成31年３月１日発行

編集人、発行人
新潟県教育委員会３月号

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：いじめ対策全般の見直しと再構築について Ｐ２～３ 高
３：地域の自然や施設、人材を活用した特色ある環境教育の取組 Ｐ４～５ 小中
４：ふるさと新潟防災教育推進事業について Ｐ６～８ 小中
５：明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校づくり推進事業 Ｐ９～11 高
６：新潟県高校生 理数トップセミナーについて Ｐ12 高
７：スーパーサイエンスハイスクールについて Ｐ13 高
８：インフォメーション Ｐ14～15 全種

【総合教育会議の様子】



県教育委員会では、県内でいじめによる重

大事案が発生している現状を緊急事態と認識

し、平成30年９月以降、全県立学校を対象と

して「いじめ対策総点検」を行ってきました。

また、11月に大学教授や教育関係者を委員と

した「いじめ対策等検討会議」を設置し、２

月末までに３回の会議を開催しました。

本号では、総点検及び会議の結果について

お知らせするとともに、その結果を踏まえた

再発防止に向けたいじめ対策全般の見直しと

再構築の取組についてお知らせします。

１ 点検対象校の概要

点検対象とした全県立学校107校の内訳は次

のとおりです。

高等学校 80校

中等教育学校 ６校

特別支援学校 21校

※ 分校は本校に含む

２ 点検期間及び内容

県立学校に対して行った点検内容は次のと

おりです。

(1)平成30年９月25日～10月９日

各学校のいじめ対策の体制を確認するた

め、チェックシートによる学校自己点検

と県教委への報告を求めました。

(2)平成30年10月26日～12月27日

県教育委員会指導主事等が学校訪問を行

い、チェックシートを基にした書類の点

検と、いじめ案件を想定した教員と学校

の対応を確認するグループワークを実施

しました。

市町村立学校については、市町村教育委員

会の協力のもと、アンケート調査を実施しま

した。

３ 主な点検結果について

(1) チェックシートに基づく点検結果

①いじめ認知の状況について

自己点検時に「認知件数０」と回答した

25校のうち、学校訪問で法の定義に基づき

検証した結果、いじめに該当する事案があっ

た学校が８校ありました。

②アンケートの項目や実施方法の工夫につ

いて

自己点検時に「アンケートは記名式のみ

で実施」と回答した学校に対して、学校訪

問では、新潟県いじめ防止基本方針に基づ

き「記名式と無記名式を組み合わせること」

により生徒が答えやすくすること等につい

て指導しました。

(2) グループワークを通じた指導

①被害を訴えてきた生徒の安全確保

被害を訴えている生徒について、保護者

に連絡せずに、一人で帰宅させた例があり

ました。

②いじめが疑われる事案への対応といじめ

の解消に向けた学校組織の取組

生徒指導案件と同じように、加害生徒へ

の指導を中心に考えた対応を行なった学校

や、校内いじめ対策組織において被害を訴

えてきた生徒に対するケアや校内の情報共

有などの組織的な対応が十分にされていな

い学校がありました。

４ 点検結果から明らかになった課題

上記総点検の結果、次のような課題が明ら

かになりました。

〇県立学校

・教員のいじめに係る認識、生徒理解が不

十分

・学校いじめ対策組織と生徒指導部の責任

や役割が不明確

・被害生徒へのケアなど、学校いじめ対策

組織としての対応策の検討が不十分

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第830号 平成31年３月１日

いじめ対策全般の見直しと再構築について

高等学校教育課
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〇市町村立学校

・保護者等に対し、いじめ防止対策等の説

明、周知が不十分

・いじめの認知・解消等に関する共通理解

が不十分

・職員間、学校と保護者間での情報共有が

不十分

１月29日に開催された「第２回いじめ対策

等検討会議」では、上記いじめ対策総点検の

結果報告が行われ、いじめ対応マニュアルや

ＳＮＳ適正利用に係る教育プログラムの検討

が行われました。

委員からは、次の課題が指摘されました。

・児童生徒の発達段階や学校現場の状況を

踏まえた、実効性のあるプログラムの検

討が必要

・マニュアルやＳＮＳ適正利用、自殺予防

教育プログラムは、学校で活用しやすく

効果が表れるよう、時間をかけた検討が

必要

・いじめ対応マニュアルやフロー図は複雑

化させないほうがよい

「いじめ対策等検討会議」は、年度内に各

種教育プログラムを作成する予定です。

これまでの総点検及び検討会議の結果等を踏

まえ、次の４つの視点からいじめ対策を見直

し、再構築を図ることとしています（平成31

年度当初予算案を県議会２月定例会に提案

中）。

１ 学校の組織力の強化

いじめ対策総点検の結果を踏まえて、体制

を再構築することとし、教育委員会に生徒指

２ 教員の意識改革と指導力・対応力の向上

いじめ対策等検討会議での意見を踏まえなが

ら、自殺予防教育やＳＮＳの適正利用に係る

教育プログラムを作成し、実践研究を実施す

るほか、いじめに対する教員の意識改革と指

導力の向上を目的とした研修を充実させます。

３ 相談しやすい体制の整備

児童生徒等からの相談体制については、 ス

クールカウンセラーを全ての公立学校に配置

するほか、県立高校での配置時間の延長や、

ＳＮＳによる相談時間の延長を行います。ま

た、新たに弁護士を活用して、学校における

法的側面からの相談対応やいじめ予防教育を

行う等、モデル的な取組を実施します。

４ 県民運動の見直しによる保護者や地域と

の協働の推進

「いじめ見逃しゼロ県民運動」について、

保護者や県民の参加を促進するため、県民サ

ポーターを募集して活動していただくなど、

学校・保護者・地域が一体となって「いじめ

をしない、見逃さない、許さない」という意

識の醸成に向けて、取り組んでいきます。

県教育委員会では、「いじめ対策総点検」や

「いじめ対策検討会議」の結果を踏まえ、取

組を進めていきます。学校、保護者、地域が

一体となり、いじめから子どもたちを徹底し

て守る体制を再構築していきます。

導課を新設するほか、県立学校に専任のいじ

め対策推進教員を配置し、組織的対応を徹底

するなど、いじめから児童生徒を全力で守る

体制を強化します。



(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第830号 平成31年３月１日

県教育委員会では、持続可能な社会を構築

するために、環境教育を中核としたＥＳＤ（E

ducation for Sustainable Development 「持

続可能な開発のための教育」）を推進していま

す。小中学校では、総合的な学習の時間や特

別活動などの時間を中心にして、身近な自然

環境を対象とした体験活動や、地域の人材や

施設を活用した環境教育に取り組んでいます。

また、文化や産業を含む地域の重層性をふま

えた教育活動も展開されています。本号では、

地域の自然や人材を活用した小中学校の特色

ある環境の取組について紹介します。

大河信濃川と清流魚野川の出合うところ、

川合の郷（かわいのさと）と呼ばれる川口地

域には、川が織りなす豊かな自然と、川と共

に暮らす人たちの営みがあります。

学校では、地域の人たちと共に川に親しむ

活動を通して、ふるさとの川が育む自然と文

化の豊かさを学んでいます。また、川を育て

ている森を保全する緑の少年団の活動を通し

て、ふるさとの豊かな自然を守り育てようと

する児童の育成を目指しています。

１ ふるさとの川

平成９年より21年間、川から地域を見つめ、

地域のよさを学び、ふるさとの豊かな自然に

親しむ活動に取り組んでいます。 春には鮎の

稚魚の放流、夏には川遊びや生き物観察会、

秋にはＥボートでの川下り。季節の移り変わ

りと共に様々に変化する川での体験活動を通

して、川に生

息する生き物

や、豊かな緑、

清涼な水、起

伏に富んだ地

形を実感して

います。また、

やな場やウラ

イ漁という川

魚漁を体験す

ることを通し、

川とともに暮

らす人たちの営

みも学んでいます。ふるさとの川での豊かな

体験活動は、子どもたちの心にふるさとの美

しい川の環境を守りたいという願いを育み、

地域住民と共にクリーン活動に取り組もうと

する意欲へとつながっています。

２ ふるさとの森

平成26年からは緑の少年団に加盟し、中越

地震から復興した棚田での米作りや森の再生

活動に取り組んでいます。

春から秋は、木沢集落にある棚田での田植

え、草取り、稲刈りを体験しています。田ん

ぼの先生である地域住民から、棚田の果たす

役割や先人から受け継がれた棚田を守りたい

という思いも学んでいます。夏は自然体験教

室と緑の少年団交流会で活動し、森の豊かさ

を実感しています。秋には森の観察会で、地

域ボランティアと共に森の植生を観察しなが

ら、ドングリを拾い、発芽させ、苗木へと育

てています。育てた苗木は植樹し、森の再生

活動に取り組んでいます。米づくり森づくり

を通して、森や棚田が清流を生み、川を育て

ていることを学んでいます。

３ これから

いくたびの洪水を乗り越えながらも、信濃

川・魚野川と共に暮らしてきた先人の知恵と

気概を感じ取らせ、川合の郷への愛着と誇り

を、子どもたちに育てたいと考えています。

環境教育を通し、子どもも大人も地域のよ

さを実感し、地域の美しい自然を守り育てよ

うとする意識が広がっています。これからも、

より多くの地域住民の参画を得ながら地域と

共にふるさとの川と森の豊かさが実感できる

地域の自然や施設、人材を活用した特色ある環境教育の取組

義務教育課

【川の豊かさをＥボートから実感】

【やなばで捕れる魚の大きさに驚く】
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活動を推進していきます。

（文責 長岡市立川口小学校）

当校は平成29年度、統合により開校した学

校です。校舎周辺には、山野や河川もあり、

豊かな自然環境の中に立地しています。統合

前から、愛鳥モデル校としての活動も継続し

ています。しかし、ここ数年は形骸化し、数

名が参加する探鳥会を実施するのみでした。

そこで、当校の教育活動の基本理念として

いる青少年赤十字（JRC）の「気付き、考え、

実行する」の精神を取り入れ、生徒のつぶや

き等から自然理解や野生生物保護の大切さを

共に考え、活動できるよう取り組みました。

１ 探鳥会を活用した生物保護意識の醸成

仲間に誘われ何となく探鳥会に参加した生

徒も、実施後は、新たな発見に満足したよう

でした。この時の生徒の気付きを活用し、い

くつかの活動を展開しました。

ある生徒は、身近に生息する野鳥の多様性

を知って驚いていたことから、他の生徒も、

この多様性に気付いていないのではないかと

考えました。そこで、観察された野鳥の写真

を掲示し、興味・関心を促したところ、多く

の生徒が、掲示された野鳥の愛らしい姿に興

味を示していました。また、野鳥に対して興

味・関心が高まった生徒には、過去の観察記

録を示し、さらなる気付きを促すことにしま

した。

その結果、毎年観察できる野鳥だけでなく、

近年になってから観察されている野鳥がいる

ことに気付きました。この事実について、ネッ

ト等を駆使し、自分たちなりに理由を考察し、

校内とともに地域にも発信することができま

した。

このような発信活動が効果を発揮し、探鳥

会に参加する生徒が増加してきました。

２ 身近な自然への気付きから生まれた活動

当校にはツバメも多く飛来し、巣営してい

ます。この状況を嬉しく思い、ヒナを守るた

めにできる取組を相談してきた生徒がいまし

た。そこで、一般開放で体育館を利用する人

に対して張り紙を行い、地域住民とともに野

鳥保護を意識できるようにしました。

また校舎周辺はスズメも多く飛び交ってい

ます。しかし、校舎への侵入や窓ガラスに衝

突する事案もありました。この状況に「スズ

メを守りたい」との声が上がり、創作部の協

力を得て、バー

ドセーバーを作

成、設置しまし

た。この結果、

設置後校舎への

侵入や衝突は見

られていません。

３ 自然の素晴らしさを実感する活動

上記活動の他、当校では、校区の自然の素

晴らしさを実感する活動に数多く取り組んで

います。１年生総合学習の一環で、愛宕山に

雪割草を植え付ける活動や、小学生対象の自

然体験活動を行っている五泉理科クラブの活

動に、ボランティアとして多数の生徒が参加

しています。

これらの活動

は、生徒が「気

付き、考え、実

行」したもので

す。これからも

生徒の気付きか

ら、自分たちで

考え、実行できることに取り組んでいきます。

（文責 五泉市立村松桜中学校）

各校が創意工夫を生かした特色ある環境教

育を進めていくためには、地域や学校の実態

に即し、それらの特色を生かした適切な教育

課程を編成（全体計画等）、実施、評価し、改

善を図ることが重要です。

今後もそれぞれの学校で、特色ある環境教

育を展開し、児童生徒の環境に対する見方や

考え方、環境に働きかける実践力を育成して

ください。

【設置したバードセイバー】

【小学生対象のボランティア】
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これまで県教育委員会では、各校に配布さ

れている「新潟県防災教育プログラム」を活

用した防災教育の実践と、家庭や地域と連携

した防災教育の推進に努めるようお願いして

きました。また、その一助となるよう、平成

26年度から始まった（公財）新潟県中越大震

災復興基金による「ふるさと新潟防災教育推

進事業」の活用についても勧めてきたところ

ですが、平成31年度で事業終了となります。

そこで、本号では、ふるさと新潟防災教育

推進事業と、本事業を活用した防災教育の取

組事例について紹介します。

県内全ての小中学生が、「自分の命は自分で

守るための行動ができ、地域の人々の安全に

も気配りできる」人材となるよう、「新潟県防

災教育プログラム」を活用した防災教育の効

果的な実践を図ることを目的とし、平成26年

度より以下の２事業を実施しています。

〇「学校サポート」事業（H26～H31年度）

・防災に関し知見を有する団体が、防災

教育に関する相談受付や助言等、全般

的な支援を実施します。

〇「学校実践」事業（H27～H31年度）

・防災教育の実践的な取組について、補

助金を申請した学校や市町村を支援し

ます。

・補助金は、講師招へいやバス借上げ、

非常食体験等の活動費の他、避難所運

営や防災キャンプに活用するテント、

停電時を想定した防災訓練や避難所生

活体験に活用する発電機等の購入費に

充当できます。

・平成31年１月末時点で339校（46.7％）

が申請し、家庭や地域と連携しながら

防災教育に取り組んでいます。

左記２事業を活用し、防災教育に取り組む

学校では、次のような幅広く、先進的な実践

が行われています。

１ 見附市立名木野小学校の取組

平成16年に起きた7･13水害で145名の児童が

校舎に取り残された経験をもつ当校では、児

童に「災害に適切に対応する能力の基礎を培

う」ことが、学校と地域・保護者に共通した

課題となっています。そこで、当校では、平

成27～29年度にふるさと新潟防災教育推進事

業に申請し、県地域振興局、消防署、市役所、

地域コミュニティ、ＮＰＯ法人等、多くの行

政機関及び各種団体との連携を図りながら防

災教育を推進してきました。

(1) 防災について知る

当校では、下記のように刈谷田川と関わり

ながら防災教育に取り組んでいます。

１年：川と親しむ活動（生活）

２年：昔話探し（国語）

ヤマタノオロチと草薙龍
くさなぎりゆう

３年：草薙龍の由来調べ（総合）

児童劇「草薙龍」（３・４年）

４年：刈谷田川改修の歴史（社会）

５年：「守ろう命 考えよう防災」（総合）

洪水のメカニズム（理科）

６年：川と人の生活（理科）

草薙龍英語劇（外国語活動）

校区を流れる刈谷田川は、これまでもたび

たび大きな水害を

引き起こしてきま

した。児童は、地

域に伝わるヤマタ

ノオロチ伝説を劇

化した「草薙龍」

ふるさと新潟防災教育推進事業について

保健体育課、義務教育課

【草薙龍の劇】



第830号 平成31年３月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (7)

を演じながら、この地域で起きた水害の歴史

を学んでいきます。

(2) 防災教育についての学びを深める

５年生は防災教育の重点学年として、防災

スクールを実施しています。６月には地域振

興局の方を講師に、刈谷田川治水事業につい

て学習します。７月は消防署の方を講師に、7

･13水害（平成16年）時の救助の実際を学習し

ます。そして８月に行う１泊２日の防災スクー

ルにつなげていきます。防災スクールでは、

乾パン、クッキー等の防災食で宿泊体験を行

い、２日目には炊

き出し訓練を行い

ます。消防署職員

の指導による搬送

・救出体験やＥボー

ト体験も行います。

(3) 防災教育についての学びを発展させる

児童は、防災教育の学びを表現活動に活か

していきます。６年生は「草薙龍」の英語劇

に挑戦します。また、５年生は、防災の学び

を多くの人に発信したいという願いから学習

したことを整理して防災に関する統計グラフ

を作成し、新潟県統計グラフコンクールに出

品しました。今後もこのように防災教育の学

びを活かせる取組を続けていきます。

（文責 見附市立名木野小学校）

２ 佐渡市立八幡小学校の取組

八幡地区は、佐渡市で最も早く自主防災組

織を立ち上げる等、防災に力を入れている地

区です。学校では、「新潟県防災教育プログラ

ム」の自校化を進めるために、地域の実態を

踏まえた指導計画を作成し、地域の諸団体と

連携して防災教育を推進しています。

(1) 地域で親子が学ぶ防災教育

八幡地区では、２万個のチューリップ球根

をプランターに植えています。この土入れは

土のうづくりの練習です。佐渡の伝統野菜で

ある八幡いもの芋煮会は炊き出し訓練です。

保護者だけでなく子どももスコップを使いま

すし、配膳を手伝います。地区防災訓練にお

いても、子ども自身ができることを手伝い、

貢献しようとする意欲を高めています。

育成会の防災キャンプでは、防災倉庫の中

を見せてもらい、どんな備品によって私たち

を守る準備がされているかを教えていただき

ました。非常食を食べる体験もしましたが、

今年は自治会長が講師になり、鍋すら用意で

きない場合を想定し、佐渡にたくさんある「孟

宗竹」でご飯を炊

いたり、皿を作っ

たりしました。防

災の知恵や技術が

世代間で継承され

る防災教育を実施

しています。

(2) 地震・大津波警報避難訓練

大津波警報が発令されたときの避難場所は、

学区のホテルの屋上です。椅子の背もたれに

付けている防災頭巾をかぶってグラウンドに

避難し、大津波警報の発令を受けてホテルに

向かって走ります。屋上での講話では、東日

本大震災や中越大

震災の教訓を踏ま

え、危機回避能力

を身に付けた率先

避難者になること

の大切さを伝えて

います。

(3) 中越メモリアル回廊への修学旅行

修学旅行前には、「新潟県防災教育プログラ

ム」の地震編選択６「生活への影響」を学習

します。修学旅行１日目は､「長岡震災アーカ

イブセンターきおくみらい」で中越大震災に

よる被害の概要を学びます。宿泊する蓬平温

泉では、全村避難した山古志地域在住者の体

験談を聞きます。２日目は、木籠メモリアル

パークで土砂に埋

もれた家屋を見学

し、被害の甚大さ

と復興に向けた努

力を実感しまし

た。６年間の防災

教育のまとめとし

【Ｅボート体験】

【竹筒飯ごう】

【ホテルの屋上での防災講話】

【全村避難経験者の話】
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て被災地を訪問し、自分の命を自分で守る行

動、被災しても地域のためにできることをや

ろうとする心構えを学びます。今後も、災害

に強い地域文化を形成する指導計画の改善を

一層進めていきます。

（文責 佐渡市立八幡小学校）

３ 上越市立谷浜小学校・潮陵中学校の取組

谷浜小学校・潮陵中学校では、平成30・31

年度の２年間、補助金を受けながら防災教育

に取り組んでいます。２つの学校は上越市小

中一貫教育実践校の指定を受け、一貫教育へ

の歩みを進めています。防災教育に関しても

中学校区で連携し、実際的な活動に結び付く

よう実践を進めています。

(1) 谷浜小学校での防災学習と訓練の見直し

防災教育週間を年５回位置付け、全学年で

「新潟県防災教育プログラム」を活用した学

習を行っています。そのうち３回は週間中に

避難訓練を行い、学習と訓練とを連動させて

います。知識・理解と避難行動を一体として

学習します。

それに伴い、これまでの防災・避難訓練の

見直しを行いました。上越市土砂災害ハザー

ドマップでは、小中学校ともに土砂災害警戒

区域に指定されています。実際、校区では大

雨や台風の影響により土砂災害が起こってい

ます。このことから、当校で危険性の高い災

害は土砂災害であると考え、訓練の順番を入

れ替え、土砂災害を想定した避難訓練を最初

に行うこととしました。

(2) 保小中合同避難訓練の実施

小学校とたにはま保育園は、隣接しており、

中学校も道路を挟んで向かい側の高台に立地

しています。各施設が非常に近い場所に集まっ

ています。そのため、保育園と小学校は大津

波警報が発令

された場合、

海抜の高い所

に位置する中

学校へ避難を

行い、安全を

確保すること

にしています。中学校では避難園児・児童の

受け入れの訓練を合わせて行い、自助、共助

が図れる訓練を目指しています。

(3) 小中合同引き渡し訓練

これまで保

護者が集まり

にくい時間に

設定されてい

た引き渡し訓

練について、

時期を見直し、

小中合同文化祭の後に行うこととしました。

当日は保護者、児童生徒、学校職員が計画に

沿って動き、各々の動きを確認することがで

きました。一方、文化祭後の訓練だったため、

児童生徒への訓練に対する動機付けや情報の

伝達について課題も見えました。

今後も実際的な活動になるよう内容を見直

し、園・学校に加え、地域と共に非常時の対

処の仕方を学ぶことで、一人一人に命を守る

力を身に付けさせていきたいと考えています。

（文責 上越市立谷浜小学校）

今日では、自治体や地域の防災士と連携し、

地域全体で防災訓練を行う学校も多く見られ

るようになりました。このような実践的取組

は、子どもだけでなく、地域の防災力を高め

ることにもつながります。地域に向けた情報

発信、家庭・地域の防災組織と連携した活動

等を進んで取り入れていくことが重要です。

子どもたちが、実践的・体験的活動を通し

て、知識や防災意識を身に付けていけるよう、

指導時間の確保及び防災教育の充実をお願い

します。「ふるさと新潟防災教育推進事業（学

校実践）」の申請については、下記まで問い合

わせてください。

県民生活・環境部 震災復興支援課

℡ 025-280-5379（担当直通）

＜公式サイト「防災教育スイッチ」※＞

http://furusato-bousai.net/

※ 総合的な学習の時間における防災教育の単元

配当表や年間指導計画等を掲載予定（３月中旬）【中学校への避難の訓練の様子】

【保護者への引き渡し訓練の様子】
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県教育委員会では、今年度から「明日の新

潟の飛躍につながる魅力ある学校づくり推進

事業」に取り組んでいます。

この事業では、「県立高校の将来構想」に示

した高校の将来像を実現するために、社会に

開かれた教育課程や、生徒の夢を叶えさせる

進路指導の構築に向けて、調査・研究や企画

の運営をする学校の支援をしています。

本号では、事業の概要や指定校13校の具体

的な取組について紹介します。

事業の内容と各校の取組は以下のとおりで

す。

【事業の内容】

１ 教育環境の充実に向けた教育システム

の研究や、地域連携をとおした社会に開

かれた教育課程の研究を推進する。

２ 市町村や地元企業からの協働の提案等

を踏まえた取組を推進する。

３ 「県立高校の将来構想」に示した５つ

のそれぞれのタイプについて、これから

の高校に求められる役割や自校の目指す

姿を実現するための取組を推進する。

【各校の主な取組】

新潟向陽高校

・平成32年度からの単位制による全日制課

程への改組に向けた、生徒の個性を伸ば

す教科・科目の設置の検討や教育課程の

研究

巻総合高校

・地域貢献活動「巻総ＣＨＡＴ」や企業等

との連携による地域産業の理解をとおし

たキャリア教育プログラムの研究

新津高校

・大学入試改革に対応した授業方法の研究

・「探究型の学習」を取り入れることなどに

よる主体的な学びの推進

村松高校

・地域の諸課題についての考察や課題解決

を踏まえたインターンシップなどによる、

「総合的な学習の時間」の活用方法につ

いての研究

村上高校

・大学入試改革に対応した教科指導や進路

指導体制の研究

・地域資源活用による探究学習をとおした

課題解決能力等の向上の推進

阿賀野高校

・地域人材の活用やインターンシップによ

るキャリア教育の推進

・大学との連携によるコミュニケーション

能力向上に向けた学習プログラムの研究

正徳館高校

・地域の人材や資源を生かした地域学習の

充実や体験的活動等による教育の質の向

上

・地域の小・中学校と連携したキャリア教

育の推進

栃尾高校

・地元大学や企業との連携による地域活性

化プログラムの開発と地域連携を軸とし

た「社会に開かれた教育課程」の構築に

向けた研究

吉田高校

・インターンシップやボランティア活動、

地場産業学習会などを取り入れた、地域

連携による学校設定科目の研究

塩沢商工高校

・地域と連携したインターンシップなどの

教育活動の推進

明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校づくり
推進事業

高等学校教育課
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・克雪、利雪や地中熱の利用などの地域特

性を生かした学校設定科目等の設置に向

けた研究

十日町高校

・大学入試改革を踏まえた進路指導の充実

による、生徒の進路希望の実現に向けた

教育活動の推進

久比岐高校

・上越教育大学との連携による「主体的・

対話的で深い学び」の推進に向けた授業

研究

羽茂高校

・平成32年度からの地域と連携した特色あ

るコースの設置に向けた「社会に開かれ

た教育課程」の構築に向けた研究

１ 巻総合高校

当校は、新潟市内唯一の総合学科を設置する

高等学校として、現在は普通科系列２つと職業

系列４つの合計６系列を設置しています。

生徒は２年生から各系列に分かれ、選択科目

での学びをとおして将来の職業に繋がる知識技

能を身につけています。また、商業(Ｃ)家庭(Ｈ)

農業(Ａ)工業(Ｔ)の職業系列科目を学ぶ生徒が

連携した地域貢献活動｢巻総ＣＨＡＴ｣により、

地域理解や職業観等の育成を図っています。

研究課題「キャリア教育プログラムの完成」

を踏まえ、系列選択科目の教育課程及び履修指

導の改善をはじめ、巻夏祭り出店、県総合学科

プレゼンテーション大会、新潟国際情報大学と

連携した合同ゼミナール、地域企業校内説明会

などにも取り組み、｢巻総ＣＨＡＴ｣を核とした

実践的キャリア教育の推進に取り組んでいます。

これらの活動をとおして、地域からの激励を

受け、地域からの期待を実感することで、将来

【大学との合同ゼミナール】

の職業人としての自覚を持ち、これまで以上

に意欲的に学校生活に取り組むようになりま

した。

今後とも、将来の地域社会に貢献する人材育

成に向けて、総合学科ならではの魅力ある学校

づくりを積極的に推進していきます。

２ 新津高校

当校は「大学進学を重視した学究型の高校」

を目指し、「より高い課題に挑戦し主体的に研

究していく人材」、「県や国のリーダーとして

社会の様々な分野で活躍できる人材」の育成

のために、具体的方策として、次の３点を計

画の骨子としました。

①「探究型の学習」を体系的に取り入れる。

②特進クラスの特色化を推進する。

③生徒の活動成果を外部に向けて発信する。

探究型の学習では主体的な活動をとおして、

思考・議論の型を習得することを目標の１つ

としているため、生徒は体系的に物事を考え

るという意識を持ち始めています。また特進

クラスは、学力だけでなく「知的好奇心」醸

成の牽引役にもなっています。

今後は、生徒の活動成果を外部に発信しな

がら、進路希望実現に向けた取組に繋げてい

きたいと考えています。

この事業の指定をきっかけに、教員同士で

も課題の共有、議論が活発化しました。新津

高校は、ここでしかできない、ここだからこ

そできることを追求し、新しい魅力づくりへ

の挑戦を続けていきます。

３ 塩沢商工高校

当校が位置する南魚沼市では「土木の担い

【探究型の学習の様子】
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手の育成」や「インバウンドに対応できる人

材の育成」のニーズがあります。当校では、

これらのニーズに応える教育課程の研究や、

地域と連携した特色ある教育活動に取り組ん

でいます。

これまで、機械システム科における土木系

科目では地元建設業協会から協力を得て、建

設現場等で実際に使用されている機械を使い

ながら、地域と連携した実習等に取り組んで

きました。今後はさらに「地中熱を活用した

克雪教育の推進」として、地域が必要とする

土木の担い手を育成するための取組を充実さ

せたいと考えています。また、商業科は「観

光ビジネス教育の推進」を目指しています。

地域と連携した取組により、生徒が地元観光

資源への理解を深めることで、故郷を愛する

心を育むとともに、インバウンドを視野に入

れた英会話によるコミュニケーションができ

る人材の育成に取り組む予定です。

これらの教育活動をとおして、地域の特徴

を理解し、地域社会に貢献する人材の育成を

目指し、今後の教育活動を行っていきます。

４ 久比岐高校

当校の生徒は、日々の学習活動や学校行事

に熱心に取り組んでおり、これらの充実した

学校生活が、上級学校への進学や、就職希望

者全員の内定などの進路結果にも結び付いて

います。

今年度からは、さらなる学力向上を目指し、

基礎学力定着のための「学び直し」の徹底と、

学習意欲向上を目的とする「学び合い」の授

業の実践に取り組むことにしました。

１年生では、学校設定科目「ステップアッ

プ１」で「学び直し」を徹底し、理解できて

いなかった分野の復習を行うことで基礎学力

【道路工事現場での体験実習】

の定着に取り組みます。

さらに、２年生の「ステップアップ２」で

は自ら設定した課題解決をとおして自己有用

感の向上を目指し、３年生の「ステップアッ

プ３」では進路希望別の学習をとおして進路

実現を図ります。

また、学習意欲の向上を目指して、「学び合

い」を１年生の数学の授業で導入しました。「学

び合い」とは、学習内容を理解した生徒が、

まだ理解していない他の生徒に教え、全員が

課題を解くことができるようにするという取

組で、上越教育大学の西川純教授から助言を

いただきながら研究を進めています。

「学び合い」をとおして、生徒が積極的に

課題に取り組むようになり、授業アンケート

でも、80％の生徒が「数学がわかりやすく力

がついた」「数学の授業が理解でき楽しい」と

回答しています。なお、来年度から他の教科

でも実践する計画としています。

このほかにも、教員による他県の先進校訪

問、県内の「学び合い」の実践校や上越教育

大学での研修会への参加、公開授業の実施を

とおして、より効果的な指導方法に向けた研

究を行っており、その成果を今後の取組に反

映する計画としています。

指定校の13校がそれぞれの目標に向かって

特色ある取組を実践しています。詳しくは高

等学校教育課のWebページを御覧ください。

http://www.pref.niigata.lg.jp/kotogakko/

県教育委員会では、今後も、未来を切り拓

くたくましい人づくりを目指し、明日の新潟

の飛躍につながる魅力ある学校づくりを推進

します。

【「学び合い」の様子】
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県教育委員会では、新潟大学理学部の協力

を得て、数学や理科に関する体験的・問題解

決的な学習活動を行うことをとおして、本県

高校生の数学や理科への興味・関心と、知的

探究心等を育成することを目的として、「新潟

県高校生理数トップセミナー」を毎年開催し

ています。

平成30年度は11月17日(土)・18日(日)及び

12月15日(土)の３日間、新潟大学理学部を主

な会場として実施し、高等学校と中等教育学

校後期課程の生徒133人が参加しました。

新潟大学理学部の教授等が作成した数学や

理科の課題について、生徒同士で議論しなが

ら探究的な活動を行い、その成果について発

表及び意見交換を行いました。

グループ研究では、高等学校での学習を超

えた発展的な内容を学んだり、高等学校には

ない測定機器を操作したりする場面もありま

した。生徒達は、大学教授や大学生・大学院

生などからアドバイスを受け、課題を解決し

ていました。また生徒の感想に「大学生の質

問をする力が高くて驚いた」とあり、生徒が

自分の将来像を考える機会にもなりました。

また、成果発表では「自分達だけでは思い

つかない発想が興味深かった」との感想もあ

り、他校の生徒の意見に触れ、互いに学びを

深め、刺激を得た様子がうかがえます。

【グループ研究の様子（左：実験、右：発表）】

今年度のグループ研究の分野と課題テーマ

分野 課題テーマ

数学① 身の周りに隠れている内積を見

つけよう

数学② 平面有理曲線

物理 放射線の透過特性を調べてみよ

う

化学 1,10-フェナントロリン吸光光度

法による鉄の定量

生物 ＤＮＡ研究の基本操作を学ぼう

地学 地震と断層の科学

当セミナーは「科学の甲子園新潟県予選」

を兼ねています。「科学の甲子園全国大会」は、

各都道府県の代表校が、理科・数学・情報に

関する筆記・実技競技を行い、知識活用能力

や課題解決能力を競う大会です。今年度は

平成31年３月15日(金)～18日(月)に埼玉県で

開催されます。県予選の結果、新潟高等学校

が県代表として出場することが決まりました。

・自分で一から研究することで、論理的に

考える力がついた。

・自分の学力の足りなさを痛感すると同時

にわくわくした。

・高校卒業後に大学進学したら、もっと深

く研究してみたい。

・数学や理科を、学校で習わない範囲も含

めて、自主的に学びたいと思った。

生徒は、高度な実験や課題解決活動に取り

組み、科学に対する興味・関心と知的探究心

を高め、多くの刺激を得ていました。本セミ

ナーの実施により、高等学校等での探究的な

活動の推進に貢献できるものと考えています。

新潟県高校生 理数トップセミナーについて
高等学校教育課
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スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）

は、将来の国際的な科学技術人材を育成する

ことを目指し、理数系教育に重点を置いた研

究開発を行うことを目的として、文部科学省

より指定を受けた高等学校等です。平成14年

度から実施され、平成30年度における全国の

指定校数は204校です。

指定校では、生徒の科学的思考力等を培う

ため、学習指導要領の枠を超え、先進的な理

数系教育を実践するカリキュラムを編成して

います。この中でも、課題研究（科学に関す

る課題を設定し、観察・実験等を通して行う

研究）はＳＳＨ事業の中心であり、各校は大

学・研究機関等と連携して、主体的・協働的

に研究活動を実施しています。県内では以下

の５校が平成30年度から、再度５年間の指定

を受けています。

１ 新潟南高等学校

研究開発課題：未来イノベーションを牽引

する、科学技術系グローバル人材の育成プロ

グラム

課題研究で得た成果をまとめ、アメリカ合

衆国海外研修において同世代高校生と発表や

討論を行っています。また、地域の課題を解

決する探究活動も行っています。

２ 新発田高等学校

研究開発課題：科学技術を基盤とした、新

領域を創造・開拓する未来のリーダーの育成

～新発田高校から 新発想！新発見！新発信！～

研究を進める上で不可欠な、データリテラ

シーを育成する学校設定科目を実施していま

す。また、継続してマレーシアの海外姉妹校

との研究交流を行っています。

３ 長岡高等学校

研究開発課題：「課題研究」を深化・推進す

るカリキュラムによって、高度な科学技術人

材を育成する

７月に県内外のＳＳＨ指定校を中心に、中高

生約800人がアオーレ長岡に集い、互いに研究を

発表したり、実技課題に挑戦したりする「新潟

県ＳＳＨ生徒研究発表会」を開催しています。

４ 柏崎高等学校

研究開発課題：柏崎の地域資源を活用し、

科学的リテラシーと科学的探究力を有し将来

の科学技術イノベーションを担う人材の育成

３年間、全校生徒を対象とした探究型の活

動を行うことで、課題を探究する力を育成し

ています。研究の成果は最終的に英語で発表

しています。

５ 高田高等学校

研究開発課題：探究する高田 ～科学的探

究による深い思考力と国際交流による高い表

現力の獲得、そして世界に向けた「第一義」

の追求～

課題研究とともに全生徒対象の探究学習を

行っています。また、12月にＳＳＨ指定校の

生徒と教員が集まり研鑽を積む「北信越ＳＳＨ

指導力向上研修会」を実施しています。

新しい高等学校学習指導要領では、選択科

目「理数探究」「理数探究基礎」が新設される

とともに、総合的な探究の時間が平成31年度

から先行実施されます。ＳＳＨ５校の先進的な

取組により、新潟県から将来のイノベーション

の創出を担う科学技術関係人材が育ち、また、

５校の特色ある探究活動の成果が、周辺の高

等学校等へ広く発信されることを期待します。

スーパーサイエンスハイスクールについて
高等学校教育課
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館中【2019年8月（予定）】

2019年秋、再開館予定！

現在、新潟県立近代美術館は改修工事のた
め全面休館しています。
学校団体の鑑賞及び職場体験などは受付で

きませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館期間中も、美術の鑑賞に関わる内容を
中心に、学芸員が学校に出向いて授業を行
う「出前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員の仕事」の紹介、郷土の作家
に関する話など、内容は御相談に応じます。
また、教員向けの「対話型鑑賞」の研修など
も承ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成いたしますので、御希望の期日の３ヶ月
前までに電話等で御相談ください。
講師料はいただきませんが、交通費のみ御

負担いただきます。

【「出前講座」連絡先】
新潟県立近代美術館（担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

【近代美術館全景】

※ＨＰで｢学芸日誌｣を連載中！
現在ホームページにて、コラムを連載して
います。主に休館中の活動の様子や美術品の
魅力等について当館職員がリレー方式で紹介
しています。どうぞ御覧ください。

●県立万代島美術館（新潟市）
「ニューヨークが生んだ伝説
写真家ソール・ライター展」
ソール・ライター[1923-2013]

は、1950年代からニューヨーク
で第一線のファッション写真家
として活躍しながら、1980年代
に商業写真から退き、表舞台か
ら姿を消しました。しかし、200
6年にドイツの出版社シュタイデ
ルが刊行したカラー写真の作品
集『Early Color』により、83歳
にして「カラー写真のパイオニ
ア」として一躍注目を浴びる存
在になり、以後、世界各地で展覧会開催や出版が相次
ぎ、多くの人々に知られることになりました。2017年
には待望の日本初の回顧展が東京で開催、ニューヨー
クのソール・ライター財団所蔵の写真・絵画作品とそ
の他貴重資料が一堂に紹介されて、大きな反響を巻き
起こしました。
日常の中で見過ごされがちな一瞬のきらめきを天性

の色彩感覚で捉える伝説の写真家ソール・ライター。
東京、伊丹に次いで、3会場目となるこの絶好の機会を
どうぞお見逃しなく！ 図版：《足跡》1950年頃

ソール・ライター財団蔵
©Saul Leiter Foundation

○会 期 ３月９日(土)～５月９日(木)
○休 館 日 ３月11日(月)、３月25日(月)

４月８日(月)、４月22日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆講演会「ソール･ライターと1950年代アメリカ文化」
○日 時 ３月９日(土) 午後２時～３時30分
○会 場 NICOプラザ会議室（朱鷺メッセ内万代島

ビル11階）
○講 師 柴田元幸氏（東京大学名誉教授／翻訳家

／アメリカ文学研究者）
○その他 申込み不要（先着200席）・参加無料

◆トーク「ソール・ライター／写真／ニューヨーク」
○日 時 ３月24日(日) 午後３時～４時30分
○会 場 万代島美術館 展示室
○出 演 平間至氏(写真家)、吉原悠博氏(美術家

／写真館主)、佐藤正子氏(本展企画者)
○その他 申込み不要・要観覧券

３月８日(金)まで展示替えのため休館します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/



※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞアド

レス）をクリックすると、直接該当Webページﾞへジャン

プしますので御活用ください。Webページでも御覧くだ

さい。

バックナンバーも御覧になれます。

「教育月報」で検索してください。

第830号 平成31年３月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (15)

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570
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●県埋蔵文化財センター（新潟市）
巡回展「縄文の造形美－六反田南遺跡

と火焔型土器－」
糸魚川の海辺から姿

を現した六反田南遺跡。
縄文時代中期の土器は
流麗な造形美にあふれ、
かたい蛇紋岩で作られ
た石斧は特産品として
県内外に流通しました。
文化庁主催「発掘され
た日本列島 新発見考
古速報 2016」の主役
として全国を縦断した六 【佐渡市長者ヶ平遺跡の
反田南遺跡の出土品に、 火焔型土器

魚沼・村上・佐渡の火焔 （佐渡市教育委員会蔵）】

型土器を加えた縄文の美
と技をぜひ御覧ください。

○会 期 開催中～３月24日（日）まで
○時 間 午前９時～午後５時
○会 場 県埋蔵文化財センター
○観 覧 無料
○主 催 新潟県埋蔵文化財センター、村上市教育

委員会、魚沼市教育委員会、佐渡市教育
委員会

第12回講演会「石斧作りの縄文村―六
反田南と長者ヶ平－」を開催します
糸魚川の海岸で採れる

ブランド石材・蛇紋岩を
使って、多量に磨製石斧
を生産していた六反田南
遺跡と長者ヶ平遺跡。石
斧の作り方、作るための
道具、生産量や搬出、着
柄方法や使い方について
分かりやすく解説します。

【糸魚川市六反田南遺跡

の磨製石斧未成品】

○期 日 ３月17日(日）
○時 間 午後１時30分～午後３時30分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 岡村 道雄氏（元文化庁主任文化財調査官）
○定 員 80人（当日定員になり次第締切）
○申込み 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は

２週間前までにご連絡をお願いします）
◎展示解説 午前11時～12時に企画展「縄文の造形
美―六反田南遺跡と火焔型土器－」の展示解説を行
います。

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プ
ログラムを用意しています。詳しくは下記ホーム
ページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

●文化行政課
県埋蔵文化財センター出張展示

関連講演会「縄文時代の編み物と食料貯
蔵」を開催します
縄文時代の有機質遺物は、近年の発掘調査で急速に

解明されつつあります。東日本大震災復興支援で本県
派遣職員が発掘調査した福島県南相馬市鷺内遺跡で
は、編み物に入れられた縄文時代のクルミの実が出土
し、全国的に注目されています。これを契機に当時の
編み物・食料貯蔵をテーマとした展示を行い、あわせ
て関連講座を開催します。

【南相馬市鷺内遺跡

出土のクルミ入り籠

(縄文時代晩期／約

3,000年前)】

○期 日 ３月24日(日)
○時 間 午後１時～午後４時
○会 場 新潟大学附属図書館ライブラリーホール

（新潟市西区五十嵐二の町8050）
※図書館専用駐車場はありませんので、公共
交通機関を御利用ください。

○定 員 260名
○申 込 不要
○参加費 無料
○内 容

「福島県南相馬市鷺内遺跡発見のクルミ入り籠」
川田強氏(南相馬市教育委員会)

「新潟県における縄文時代の編み物と食料貯蔵」
佐藤雅一氏(津南町教育委員会)

「出土品解説・東日本大震災復興支援発掘につい
て」 加藤 学(文化行政課)

◎お問合せ
文化行政課 025-280-5620


